RILEM TC　214-CCD（Concrete cracking and its relation to durability）が主催したワークショップ「Workshop on Transport Mechanisms in Cracked Concrete」について
材料施工委員会RILEM小委員会
RILEM TC　214-CCD
　コンクリートのひび割れと耐久性の研究の歴史は古く，今なお解決を見ない課題の一つである。RILEM TC　214-CCD（Concrete cracking and its relation to durability: Integrating material properties with structural performance）は敢えてこの難問に取り組むために設立されたRILEMの技術委員会である。委員会の主たる目的は，コンクリートの初期ひび割れ，破壊，ひび割れ間の物質移動特性と構造物の耐久性の関係に関する研究の現状を集積し，設計者・技術者に資する情報を整備するとともに今後の課題を明示することにある。委員長は米国パデュー大学のJason Weiss教授，幹事はデンマーク工科大学のMette Geiker教授が務めている。メンバーは以下の通りである。本ニュースで紹介する標記ワークショップは，カナダ（ケベック）で2006年に開催されたキックオフミーティングに引き続く第二回会議の一環として2007年9月にベルギー（ゲント）で開催されたものであり，これに参加した著者の雑感とTCの今後の活動予定を報告する。
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Mr. Ali BEHNOOD, IRAN, ISLAMIC REPUBLIC
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Prof. R. Doug HOOTON, CANADA 

Dr. Kei-ichi IMAMOTO, JAPAN 

Prof. Jacques MARCHAND, CANADA 

Prof. Dr.- Viktor MECHTCHERINE, GERMANY 

Dr. Erik SCHLANGEN, NETHERLANDS 

Prof. Stéphanie STAQUET, BELGIUM 

Prof. Jason WEISS, UNITED STATES
ワークショップ雑感
ワークショップでは，コンクリートのひび割れ部分における物質移動に関する実験および解析に関する計12編の論文が発表された。一般に建築物などで問題にされるひび割れの幅は0.3mm前後であることが多い。しかし，こと物質移動に着眼した本ワークショップではその1/10前後のひび割れ幅を（0.01～0.05mm）対象とした研究が多くを占めていた。そもそも隙間を通過する液体の移動メカニズムには重力作用によるものから毛細管張力によるものなどが知られているが，ここでは後者のメカニズムが中心的に扱われた感がある。一方，このオーダーのひび割れ幅が果たして実構造物レベルで制御できるかという問題もあり，聴講者からは一般的な許容ひび割れ幅についてのコメントも出されていた（幅は日本のそれと大体同程度）。この委員会メンバーには，同じRILEM内に設置されている自己治癒型コンクリートの委員会や繊維補強によるひび割れ制御委員会のメンバーも参加している。彼らがこの物質移動を生じせしめる0.05mm程度のひびわれ幅そのものを自己治癒や繊維補強の技術を動員して制御（塞ぐ）することを明らかに志向して議論していたことが，本ワークショップに参加した著者にとって最も印象的であった。
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写真　ワークショップの様子

TCの今後の活動
このTCの目的の一つとして，ひび割れと耐久性の問題に関する研究者，設計者・技術者との知見の共有がある。2006年に開催された第一回目のミーティングで，JCI（（社）日本コンクリート工学協会）発刊のひび割れ調査，補修・補強指針の英訳版を資料として紹介したが，コンクリートのひび割れに関する実用的な指針である本書は好評であった（ドイツの先生から委員会とは別に一冊送ってほしい旨のリクエストがあった）。物質移動特性と劣化メカニズムに関する科学的な視点と構造物としての長期的な挙動に関する実用的な側面を如何にして繋げることができるか。やがてはコンクリート工学分野の世界的なリーダーの一人になるであろう委員長の舵取りに注目しつつも，国の垣根を越えて，ひび割れと耐久性という普遍的な難問に取り組む委員会に参加できる刺激を楽しみつつ，次回の委員会に参加したい。第三回目の委員会は本年9月にイタリアのバレンナにおいてRILEM Weekにあわせて開催される予定である。
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